
友達とのかかわりで気づいたこと 
 対象５歳   ふじ組  進藤早苗 ２０２０年５月２２日㈮ 

ねらい：年長組として生活する中で決まりの大切さに気づいたり、友達との関わりを深めていく。   

保育の振り返り 

年長組に進級しどの子も張り切って登園してくれています。友達をを誘って、好きな遊びを楽しんでいる毎日です。うさぎのお世話をしていて、門の外へ保育
者と一緒に道具をとりにいきました。そこで私が見つけたのが蟻の大行列！子ども達は気づかず黙々と当番活動をしています。いつ気づくかな…と待ってい

ると、気づきました！気づくと同時に子どもたちの大行列が出来ています。友達を誘って、みんなが近くにいる子を呼んできました。「当番まだ終わってな
い・・」「いかんよ！」怒り出す子もいました。そんなことも気にせず「どこまで続いてるの？」「見に行ってみようよ」盛り上がっている子。さてどうしよう・・私は
黙っていました。子どもたちのやり取りが続きます。「終わったらいこうよ」「いなくなってしまうよ」 色々な意見がでました。私が「後からね」と言えば、子ども
たちは言い合いもなく終わったと思いますが、今回は見守ってみました。「うさぎさんご飯待っているよ」「当番だろ」普段の姿から子どもたちは、しなくてはい
けないこと、大切な事を理解していると感じます。 見に行きたい気持ちも、当番だろと言った子の気持ちも分かるので見守りました。結果折り合いもつき、片
づけ後にみんなで見に行きました。私も子どもたちも何かスッキリした気持ちでした。 

行列は給食室の後ろの方まで続いていました。暑さも忘れ、小さな蟻を追いかけました。 

「すごかったな～」「きっと大家族じゃ」「引っ越しだったのかな？」と会話も弾みました。「でも門の外はでたらいかんのよ」「先生と一緒なら大丈夫よ」と決まり
も確認出来た一日でした。 

思考力の芽生え、協同性、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現、道徳性・規範意識の芽生え、自然との関わり・生命尊重、健康な心と体、自立心 

ドミノ！ 
蟻さんの行列
みたいだな～
とつぶやきが
聞こえました。 


